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人口5，946人1－101

　男　2，863人〔一9〕

　女3，083人1－1：

世帯数1，770戸（一21

　日成2年1口月1日現ず1

　　　　：ま虹士序∫目圭ヒ

好フレー続出

平成2年

11

～公民館対抗バレーボール大会～

　10月／4E、申突公民館で行われた公民館対抗バレーボール大会に

は1／公民館が出場し、熱の入ったプレ　で会場を沸かせました。

　成績は次のとおりです。

男子　優勝　寺迫公民館　　　準優勝　鶴野内公民館

女子　優勝　八重原公民館　　準優勝　小野田公民館

朝起きて 煙草しつかにくゆらせる

　しばしかほとはなにも思はず

牧　水

第473号 発行／宮崎県東臼杵郡東郷町・編集／企画財政課容69－2111



F成2年11月号吻つ
・
つ田丁 報　　と

」■■L」

■一
9一

■
▼

一
般
会
計

　平成元年度東郷町一般会計並びに特別会計の決算は、九月定例町議会

において認定されましたので、その概要についてお知らせします。

　
平
成
元
年
度
の
財
政
運
営
は
、
財

政
の
健
全
化
を
基
本
に
し
て
、
　
一
般

財
源
の
確
保
、
経
費
の
有
効
な
執
行

に
努
め
た
ほ
か
、
国
の
地
方
財
政
措

置
に
よ
り
．
自
ら
考
え
、
自
ら
行
う

地
域
づ
く
り
”
事
業
等
新
た
な
事
業

の
効
果
的
な
取
組
み
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
．
．
ま
た
、
消
費
税
制
度
の
発
足

に
伴
い
、
課
税
対
象
と
な
る
経
費
に
係

る
一
般
財
源
の
不
足
は
、
財
政
調
整

基
金
の
取
崩
し
を
行
い
補
て
ん
す
る

こ
と
で
税
制
改
革
に
対
応
す
る
措
置

を
講
じ
る
等
、
有
効
適
切
な
予
算
の

執
行
に
努
め
た
結
果
、
歳
入
総
額
は

三
レ
四
七
．
八
壬
二
百
六
十
五
万
六
千

円
（
前
年
度
比
卜
二
・
一
％
増
）
、
歳

出
が
三
十
三
億
七
千
四
百
三
十
几
万

三
千
円
（
前
年
度
比
十
丁
六
％
増
）

の
決
算
と
な
り
、
前
年
度
に
次
ぐ
大

幅
な
伸
び
で
過
去
最
高
の
決
算
規
模

と
な
り
ま
し
た
．

　
決
算
規
模
が
増
大
し
た
理
由
は
、

歳
入
で
県
支
出
金
、
地
方
債
が
減
と

な
っ
た
も
の
の
、
地
方
交
付
税
、
国

庫
支
出
金
が
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
二
・

六
％
、
二
十
二
％
と
高
い
伸
び
率
を

示
し
た
ほ
か
、
基
金
の
取
崩
し
等
に

よ
り
繰
入
金
も
二
十
六
・
五
％
の
上
局

い
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
、

　
歳
出
で
は
、
普
通
建
設
事
業
費
、

と
り
わ
け
単
独
事
業
費
が
年
毎
に
増

加
し
た
こ
と
や
、
地
方
交
付
税
措
置

に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
事

業
等
新
規
な
も
の
が
増
加
し
た
こ
と

に
よ
り
ま
す
。

乱
入

　
一
般
財
源
が
二
十
三
億
二
千
六
百

八
万
九
千
円
と
な
り
、
歳
入
総
額
に

占
め
る
割
合
は
六
六
・
七
％
と
前
年

度
に
比
べ
C
・
六
％
高
ま
っ
て
い
ま

す
．
、
ま
た
、
自
主
財
源
の
割
合
は
二
C
・

六
　
と
な
り
、
金
額
で
は
前
年
度
に

比
べ
四
・
一
％
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
増
減
率
の
大
き
い
も
の
で
あ

る
と
、
地
方
交
付
税
（
二
十
二
・
六

％
増
）
で
は
、
　
「
自
ら
考
え
、
自
ら

行
う
地
域
づ
く
り
」
事
業
の
｝
億
円

の
う
ち
八
千
万
円
が
元
年
度
で
交
付

さ
れ
た
こ
と
や
、
財
源
対
策
債
の
基

金
設
置
費
及
び
地
域
振
興
基
金
費
で

一
億
六
千
四
百
五
十
万
五
干
円
が
交

付
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
．
、

　
地
方
譲
与
税
〔
四
六
・
○
％
増
）

は
、
消
費
税
の
発
足
に
伴
い
消
費
譲

与
税
制
度
の
新
設
に
よ
り
大
幅
に
伸

び
、
国
庫
支
出
金
（
二
二
・
○
％
増
）

は
、
町
営
住
宅
建
設
事
業
の
新
規
導

入
等
に
よ
り
増
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出

　
歳
出
を
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件

費
等
の
義
務
的
経
費
が
三
四
・
三
％

普
通
建
設
事
業
費
等
の
投
資
的
経
費

が
三
五
・
三
％
、
そ
の
他
の
経
費
が

三
C
・
四
％
の
構
成
割
合
と
な
り
ま

し
た
。

　
特
に
増
減
率
の
大
き
い
も
の
は
、

積
立
金
で
一
六
七
二
八
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
が
、
「
減
債
基
金
」
　
「
．
ふ
る

さ
と
づ
く
り
の
た
め
の
基
金
」
　
「
高

齢
者
等
社
会
福
祉
事
業
基
金
一
等
の

基
金
設
置
に
伴
い
、
積
立
て
を
行
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
普
通
建
設
事
業
費
の
う
ち
、
単
独

事
業
費
は
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い

る
道
路
整
備
事
業
、
公
園
整
備
事
業

等
の
事
業
費
増
大
に
よ
り
、
さ
ら
に

山
陰
百
姓
】
揆
三
百
年
記
念
事
業

「
自
ら
考
え
、
自
ら
行
う
地
域
づ
く

り
一
事
業
等
の
新
規
な
も
の
も
あ
っ

て
一
一
・
二
％
と
大
幅
な
伸
び
と
な

り
ま
し
た
。

　
次
に
、
歳
出
の
目
的
別
決
算
の
状

況
を
構
成
割
合
順
に
み
る
と
…
…
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

総
務
費
　
3
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
「
減
債
基
金
」
「
ふ
る
さ
と
づ
く

り
の
た
め
の
基
金
一
等
の
基
金
積
立

て
に
よ
り
増
額
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

農
林
水
産
業
費
乳
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
農
林
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
五

億
九
千
四
百
六
十
一
万
二
千
円
を
支

出
し
て
い
ま
す
。

＜
上
野
原
地
区
集
会
施
設

　　

@
塞

　　

@　

@　

E

　
　
　
需

　
　
　
　
　
　
雛

　
　
　
　
　
　
撫

鎚
葺

　
農
業
関
係
の
主
な
も
の
は
、

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
で
…
…

　
坪
谷
川
地
区
営
農
飲
畳
用
水
施
設

第
三
期
山
村
振
興
農
林
漁
業
対
策
事

業
で
…
…

　
児
洗
地
区
簡
易
給
水
施
設

農
業
構
造
改
善
事
業
で
…
：

驚
凄
基
般
皿
山
備
撃

団
体
営
農
道
整
備
事
業
で
…
…

　
白
浜
地
区
農
道
整
備
（
調
査
）

暖
地
営
農
む
ら
づ
く
り
事
業
で
…
…

　
上
野
原
地
区
集
会
施
設

　
坪
谷
川
地
区
ハ
ウ
ス
建
設
補
助

県
営
土
地
改
良
事
業
で
…
：

　
坪
谷
川
地
区
ほ
場
整
備
、
畜
産
経

　
営
環
境
整
備

　
林
業
関
係
の
主
な
も
の
は

林
業
構
造
改
善
事
業
で
…
：

岐
繍
冨
開
設

つ
・
つ田丁 報　　と31・F成2年11月号

農
免
林
道
整
備
事
業
で
…
：

　
下
渡
川
・
日
の
平
線
林
道
整
備

県
単
林
道
網
整
備
事
業
で
…
…

帥々

D
郎
太
線
葱
整
備

森
林
地
域
活
性
化
緊
急
対
策
事
業
で

　
間
伐
事
業
　
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

こ
の
ほ
か
、
し
い
た
け
産
業
振
興
緊

急
対
策
事
業
、
林
産
集
落
振
興
対
策

事
業
、
県
営
事
業
と
し
て
熊
山
林
道

開
設
に
伴
う
事
業
費
負
担
金
等
が
あ

り
ま
す
．
．

土
木
費
訓
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
交
通
の
安
全
性
確
保
、
交
通
の
円

滑
化
を
図
り
生
活
の
利
便
性
を
高
め

る
た
め
、
町
道
山
ノ
ロ
～
福
瀬
大
橋

線
ほ
か
十
二
路
線
の
改
良
舗
装
を
行

っ
た
ほ
か
、
大
谷
僑
改
良
、
夜
名
番

一
号
橋
を
初
め
三
橋
の
整
備
を
実
施

し
ま
し
た
、　　

@
翻
、
障
、

　　
@　
Y
綴

　
　
　
　
紳
8
、
．
騰

レ
改
良
さ
れ
た
大
谷
橋

＜
牧
水
公
園
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

　
こ
の
結
果
、
町
道
の
状
況
は
、
年

度
末
で
路
線
数
】
○
八
路
線
、
総
延

長
一
五
七
・
二
㎞
で
、
こ
の
内
、
改

良
済
延
長
が
一
一
四
ニ
へ
㎞
（
七
三

・
C
％
）
、
舗
装
済
延
長
が
一
三
九

・
五
㎞
（
八
八
・
八
％
）
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
牧
水
公
園
整
備
事
業

で
ハ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
、
修
景
の
整
備

を
行
い
、
ま
た
、
町
営
住
宅
を
十
戸

建
設
し
ま
し
た
。

教
育
費
師
％

　
小
学
校
五
経
（
五
八
三
名
）
、
中
学

校
二
校
（
二
一
三
名
）
、
幼
稚
園
三
園

（
六
五
名
）
の
教
育
振
興
、
及
び
各

種
団
体
の
活
動
助
成
等
の
社
会
教
育

の
た
め
の
経
費
が
主
な
も
の
で
す
が
、

平
成
元
年
度
は
、
山
陰
百
姓
一
揆
三

百
年
を
記
念
し
た
事
業
を
執
行
し
て

い
ま
す
．
、

特別会計
会　　　計　　歳　　入　…歳　　出　　収　　支

国民健康保険…　　　粥1　　　粥…　　　網
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　57β54事業特別会計　478・976…421・622旨　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　！Q難．428・153428・153：　・

馨馬拶詳…・・．18・66，・4・6．138　　　　　　E

雛鰻難…276，398…・79，285△・・887　　　　　　　　　　　　i

歳出の性質別置成

義　、
＼務

扶助費
97294

（2．9％

的

経

費

人件費
624911

　　（18．5％）

§
’
§
）

▼

公債費
434534

（12．9％）

災害復旧費
156，578（4．6％）

讐肇聲

歳入の財源構成

依

讐馴存

自　
　
　
　
　
　
　
　
歴

主

財
　
　
4
％

　
　
源
　
　
税
目
に

　
　
　
吟
　
町
細

　
　
　
o
も
．

財

その他
179，948（5．1％）

繰越金
81，000（2．3％）

繰入金
159、537（4，6％）

1、

源
財

源

国庫支出金　　　」3

255，841　　　　　　　　＝＝

（7．4％〉

　　　　町債
　　298、［00

　（8．6％）

　　　　　　県支出金
　　　　　　418，732
＼　　　　　　（12．0％）

その他

交付金等
113，414

（3．3％）

甥＿　　歳出の目的別構成

普通建設事業費

欄6

織㌫
的経費ジ／

その他
II2，768（3．4％）

総務費
800，606

　　（23．7％

その他
387，7［6

（ll．4％

民生費＼
274094

　　（8．1％〉

農林水産業費
594，612

　（17．6％）

教育費
285557

（8．5％）

消
費

災害復旧費
156，578

（4．7％）

物件費
190，050（5．6％）

土木費
440，686

（13．1％）

公債費
434544

（12．9％）
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＜国民年金ゲートボール

　国民年金ゲートボール大会が10月

4日、延岡市の西階陸上競技場で開
催されました，

　大会は、県北の各市町村から32チ

ームが参加して行われ、本町からも

鶴野内、仲深、寺迫の3チー

ムが参加しました，

　昨年のこの大会では、寺迫　　『

力優勝していますが、今年は　ミぎ

惜しくも入賞はなりませんで

した，　　　　　　　　　iミ

の

秋

ス
ポ
ー
り

　　　　▲身障者スポーツ大会

　　10月17日、椎葉村運動公園で第16回東臼杵郡身体
i障害者スポーツ大会が開催されました。

i　本町からは、一般の羨技に7名、ゲートボールに5
；名の計12名が出場し、郡内の選手と交流しながらスボ

i一ツを楽しみました。

…

▼県青年大会
　　　　　　　　　　　　　　　　　憎
　9月23目、県体育館を中心に宮崎県青年大会が行
われました一

　本町からは、7種目に約20名が出場し、剣道個人で

山田亙さん〔三瀬｝とボーリングで清水留美さん！羽
坂）が優勝するなど健闘しました。

齢∴1靴

§薫轟

▼国内研修で幕別町へ ……援�c…

軸

繋

　9月16日から20日まで、町青年国内研修が行われ、引率者を含む5名が姉妹都市北海道幕別

町を訪れました。

　一行は滞在期間中、幕別町の青年との交流や農業体験、民泊などを行いました．

　この青年交流は隔年毎に実施されており、11月には幕別町の青年が本町を訪れる予定です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～一　・．一一一
＜
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
一
行

レ
幕
別
町
で
の
歓
迎
会

軟 迎

町報とうこ“う 弔成2年11月号一　中

1
1
月
は

　
　
1
0
日
と
2
4
日
で
す

　
す
で
に
町
報
等
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
し
た
よ
う
に
十
月
か
ら
役
場
は

四
週
六
休
制
に
よ
る
土
曜
閉
庁
を
実

施
し
て
い
ま
す
．
．

　
た
だ
し
、
東
郷
病
院
や
幼
稚
園
、

保
育
園
、
老
人
ホ
ー
ム
鈴
峰
園
、
学

校
関
係
等
は
今
ま
で
ど
お
り
執
務
す

る
こ
と
と
し
土
曜
閉
庁
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
．
．

　
レ
一
月
の
土
曜
閉
庁
日
は
、
十
〕

月
十
日
（
第
二
土
曜
日
）
と
二
十
四

日
（
第
四
土
曜
日
）
と
な
り
ま
す

土
曜
閉
庁
の

　
お
知
ら
せ

　
　
　
　
懸
．
，
§
、
、
9
》
塞

　
十
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
は
、

一
年
の
う
ち
で
最
も
火
災
の
多
い
季

節
で
す

　
争
年
も
十
一
月
九
日
か
ら
レ
五
日

ま
で
、
一
ま
ず
消
そ
う
　
火
へ
の
鈍

感
　
無
関
心
一
を
統
一
標
語
に
、
秋

の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま

秋
の
火
災
予
防
運
動

錦
銀
甲
罫
－
ρ
‘
轟

■

【
4導

静
寄
る
醒

す
．
．　

火
災
に
レ
回
る
死
傷
者
を
年
齢
別
の

割
合
で
み
る
と
、
お
年
寄
り
と
幼
児

が
高
い
割
合
を
示
し
！
、
い
ま
す
　
幼

児
や
お
年
寄
り
だ
け
を
残
し
て
外
出

す
る
の
は
、
で
き
る
だ
け
避
け
る
よ

う
こ
し
ま
し
．
｝
う

まず消そう

11
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　　い　　ロ　ゆりへ　り　

　　　　く弟牧占i
矢
野
団
治

　
策
野
団
治
は
、
明
治
三
十
三
年
七

月
五
日
坪
谷
の
赤
井
笠
で
生
ま
れ
、

黒
木
伝
松
と
同
年
生
で
あ
り
、
二
人

は
坪
谷
小
学
校
、
山
陰
小
学
校
高
等

科
を
一
緒
に
卒
業
し
て
い
る
、

　
天
野
団
治
の
家
は
手
広
く
農
業
を

し
〆
、
い
た
が
、
大
正
卜
一
年
、
熊
本

県
酒
水
村
に
移
一
、
ノ
、
い
た
竹
馬
の
友

黒
木
伝
松
が
ト
京
し
た
の
を
機
に
、

団
拾
も
時
を
同
じ
く
上
京
し
た
．
上

京
の
目
的
は
明
白
で
無
い
が
、
家
庭

経
済
は
恵
ま
れ
て
い
た
し
、
想
像
さ

れ
る
こ
と
は
若
気
の
至
り
か
、
あ
る

い
は
歌
心
の
芽
が
目
覚
め
た
か
、
伝

松
の
誘
い
な
の
か
　
二
人
の
東
京
で

の
苦
し
い
生
活
は
充
分
想
像
さ
れ
る
．
．

ヒ
§

も
ダ

ノ

叢蜘

燕

　
　
　
　
　
治

う
珊

　
　
ず
薙

　
　
　
　
　
矢

二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
職
を
求
め
て
苦

学
を
し
て
い
た

　
大
正
十
二
年
瓦
月
一
日
、
関
東
大

震
災
に
あ
い
、
焼
跡
の
釘
を
集
め
て

カ
ス
ガ
イ
を
作
り
、
二
人
で
売
り
歩

い
て
金
も
う
け
を
し
た
話
も
伝
え
ら

れ
て
い
る
　
ま
た
、
二
人
は
時
を
得

げ
、
沼
津
の
牧
水
の
家
を
訪
ね
て
尊
顔

を
仰
ぎ
、
坪
谷
の
話
を
し
た
こ
と
も

あ
る
．
．

　
大
正
十
三
年
、
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ

熊
本
県
潤
水
村
と
坪
谷
に
帰
省
し
た
．

団
治
は
家
業
1
1
一
励
み
な
が
ら
歌
の
道

を
更
に
進
歩
さ
せ
た
．
．

　
大
正
十
三
年
三
月
末
に
牧
水
が
長

男
旅
人
さ
ん
（
十
ニ
ォ
）
を
つ
れ
て

坪
谷
に
帰
省
し
た
時
は
、
矢
野
団
治
、

那
須
一
磋
、
越
智
渓
水
早
大
喜
び
の

糾臥

ﾂ
｝
ム
ム
4
・
あ
っ
た
こ

　
牧
水
が
歌
誌
創
作
に
手
を
か
け
は

じ
め
た
の
は
、
明
治
四
十
三
年
（
二

卜
六
才
）
だ
っ
た
が
、
矢
野
団
治
は

大
正
十
二
年
八
月
の
創
作
十
一
巻
八

号
か
ら
口
歌
を
は
じ
め
、
そ
れ
よ
り

欠
か
さ
ず
発
表
し
1
、
い
る
、
以
下
号

ウ
｝
追
い
紹
介
．
．

（
十
一
巻
八
号
）

O
鉄
け
ず
る
機
械
な
ら
び
て
か
し
ま

し
き
音
た
つ
る
中
に
我
ら
も
だ
せ
り

○
母
去
り
し
あ
と
に
た
よ
ろ
う
人
も

な
き
不
目
パ
の
弟
の
た
つ
き
思
ほ
ゆ

〔
十
一
巻
卜
一
号
）

O
専
八
・
心
に
山
け
づ
り
つ
つ
ふ
と
我
れ

に
か
へ
れ
ば
淋
し
き
吾
が
姿
か
も

O
友
と
居
て
今
宵
親
し
く
ふ
る
甲
の

こ
と
を
語
り
つ
つ
時
す
ぎ
に
け
り

（
十
二
巻
三
号
）

O
す
み
と
を
る
空
に
み
だ
れ
て
流
れ

ゆ
く
朝
焼
雲
の
親
し
か
り
け
り

O
北
空
に
う
す
黒
雲
の
湧
き
出
で
て

風
だ
つ
ら
し
き
色
と
な
り
け
り

（
十
二
巻
五
号
）

O
ふ
る
嘗
の
吾
心
地
よ
し
風
も
よ
し

嚥］
⑳
牧
水
歌
碑

延
岡
市
の

　
歌
碑
め
ぐ
り

　
　
　
（
延
岡
高
校
）

教
育
長

　
渡
辺
邦
彦

　
う
す
紅
に
葉
は
い
ち
は
や
く
萌
え

い
で
て
咲
か
む
と
す
な
り
山
ざ
く
ら

花　
こ
の
歌
は
大
正
十
一
年
（
三
十
六

歳
）
静
岡
県
湯
ヶ
島
温
泉
で
の
作
で

牧
水
の
自
然
詠
の
代
表
作
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
歌
に
つ
い
て
は
、

以
前
「
町
役
場
の
歌
碑
」
で
記
し
ま

し
た
の
で
省
略
し
ま
す
、

　
県
立
延
岡
高
校
は
、
か
つ
て
の
旧

制
延
岡
中
学
校
で
す
．
、
牧
水
は
坪
谷

小
学
校
（
四
年
）
を
卒
業
し
て
延
岡

高
等
小
学
校
に
進
み
ま
し
た
　
そ
し

て
同
校
三
年
を
修
了
し
た
時
、
県
立

朝
床
に
吾
が
眼
ざ
め
居
て
き
け
ば

〔
十
二
巻
七
号
）

O
ゆ
く
道
に
射
す
日
鋭
く
真
向
い
の

青
葉
の
山
は
日
陰
な
る
か
も

（
十
二
巻
十
号
）

O
お
さ
な
く
て
か
す
か
に
知
れ
る
母

の
顔
を
思
い
つ
つ
あ
れ
ど
浮
び
来
ぬ

か
も

　
東
郷
町
文
化
協
会
長
　
都
甲
鶴
男

延
岡
中
学
校
が
創
立
さ
れ
、
牧
水
は

他
の
学
友
と
共
に
第
一
回
生
と
し
て

入
学
し
た
の
で
し
た
．
、
今
回
は
牧
水

の
中
学
時
代
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ

て
み
ま
し
よ
う
、

　
入
学
試
験
の
成
績
は
国
人
の
合
格

畠
中
四
番
の
成
績
で
、
学
級
の
副
級

長
や
寄
宿
舎
の
室
長
に
な
一
．
て
い
ま

す
．
、　

当
時
、
生
徒
は
小
説
類
を
読
む
こ

と
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

あ
る
日
、
外
出
先
か
ら
借
り
て
き
た

小
説
を
ひ
そ
か
に
読
ん
で
い
る
と
こ

ろ
を
舎
監
に
み
つ
か
り
、
そ
の
本
を

焼
い
て
し
ま
う
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
ま

し
た
．
牧
水
は
「
借
り
て
き
た
本
だ

か
ら
．
」
と
何
度
も
許
し
を
乞
い
ま
し

た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
泣
き
泣
き

火
に
く
べ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
．
．

　
牧
水
は
学
年
が
進
む
に
つ
れ
て
文

学
に
興
味
を
持
ち
は
じ
め
読
書
好
き

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
．
．
学
業

成
績
も
国
語
の
点
数
は
か
な
り
の
高

得
点
を
取
っ
て
い
ま
す
が
、
数
学
は

中
位
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
　
（
当
時
の

成
績
は
牧
水
記
念
館
に
陳
列
さ
れ
て

い
ま
す
）

　
ま
た
、
二
年
生
の
頃
つ
ぎ
の
よ
う

な
短
歌
を
作
り
校
友
会
雑
誌
の
創
刊

ロ
ゲ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
．

　
　
早
春
懐
旧

　
梅
の
当
今
や
咲
く
ら
む
三
二
の
柴

の
戸
あ
た
り
鶯
の
鳴
く

　
　
陰
徳
家

　
か
く
れ
た
る
徳
を
行
ひ
顕
れ
ぬ
人

は
深
山
の
桜
な
り
け
り

　
ま
た
、
「
親
の
恩
」
と
題
し
て
『
病

ん
で
見
て
親
の
恩
知
る
異
郷
哉
』

と
い
う
俳
句
も
作
っ
て
い
ま
す
一

　
と
こ
ろ
で
、
延
岡
高
校
の
歌
碑
は

昭
和
三
卜
二
年
九
月
十
七
日
に
除
幕

さ
れ
て
い
ま
す
．
．
若
い
生
徒
達
に
夢

と
希
望
を
い
だ
か
せ
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
と
し
て
こ
の
歌
が
選
ば
れ
た
の

で
し
ょ
う
。レ

延
岡
高
校
の
歌
碑

・
つこ、

つ
と梅田丁平成2年11月号「71

⑮
人
の
死
と
生
き
方

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

東
郷
町
立
病
院

　
　
院
長
甲
斐
敏
弘

　
今
回
は
人
の
死
と
生
き
・
万
に
つ
い

て
感
じ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
．
．

　
こ
の
世
界
で
生
き
て
い
る
動
・
植

物
は
必
ず
死
を
迎
え
ま
す
．
．
「
誕
生
、

成
長
、
成
敦
…
、
老
化
、
死
一
と
い
う

時
間
の
流
れ
に
は
誰
も
逆
ら
う
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
．
病
院
に
居
り
ま
す

と
様
々
な
年
代
の
人
が
様
々
な
原
因

（
多
く
は
病
気
）
で
亡
く
な
’
．
て
い

き
ま
す
．
赤
ち
め
、
ん
や
子
供
で
あ
っ

た
り
、
突
発
的
な
事
故
や
突
然
の
病

気
の
た
め
に
死
を
迎
え
る
人
も
い
ま

す
．
．　

人
間
に
〉
二
．
げ
、
死
と
は
何
を
意
味

す
る
の
か
．
．
そ
し
て
死
後
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
問
題
は
一
般

人
に
は
理
解
を
越
え
た
領
域
で
あ
っ

て
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
死
後
の
世
界

（
が
あ
る
と
す
れ
ば
）
に
対
す
る
不

安
を
抱
え
て
い
ま
す
．
．
こ
れ
ら
の
不

安
を
昇
華
さ
せ
る
の
が
宗
教
の
役
割

の
ひ
と
つ
で
し
．
幸
う
が
、
現
代
の
日

本
で
は
多
く
の
人
の
心
を
と
ら
え
救

う
と
こ
ろ
ま
で
は
行
’
．
て
い
な
い
の

が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
一
、
多
．

く
の
日
本
人
は
色
々
な
悩
み
を
抱
え

た
ま
ま
死
を
迎
え
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
、
一

　
そ
の
根
源
的
不
安
．
．
．
「
死
一
の
ひ
と

つ
手
前
に
あ
る
病
気
と
そ
の
治
療
に

つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
．
、
我
々

医
療
従
事
者
が
胸
を
張
れ
る
の
は
、

癌
を
早
期
に
発
見
し
完
全
に
切
除
で

き
た
場
合
く
ら
い
で
、
ほ
と
ん
ど
の

場
合
我
々
は
そ
の
人
自
身
が
持
っ
て

い
る
自
然
治
癒
力
を
助
け
る
事
く
ら

い
し
か
で
き
な
い
の
で
す
　
進
行
し

た
病
気
で
あ
れ
ば
、
結
局
は
症
状
を

押
え
に
回
る
事
く
ら
い
し
か
で
き
な

く
な
り
ま
す
、
｝

　
そ
の
人
間
自
身
が
持
つ
治
癒
力
を

引
き
出
す
上
で
】
番
大
切
な
こ
と
は
、

そ
の
人
自
身
の
力
、
気
持
ち
の
よ
う

な
気
が
し
ま
す
．
．
自
分
自
身
の
自
覚
、

治
ろ
う
と
す
る
意
欲
、
病
気
で
あ
っ

て
も
そ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が

ら
朗
ら
か
に
生
き
る
気
持
ち
で
す
、

朗
ら
か
な
生
き
方
が
一
番
大
切
だ
と

思
い
ま
す
、

　
身
体
に
対
す
る
不
満
、
い
ら
だ
ち
、

死
へ
の
不
安
な
ど
の
否
定
的
な
感
情

は
、
結
局
迷
路
に
落
ち
込
ん
で
い
く

だ
け
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
．
．

　
癌
を
は
じ
め
病
気
に
対
す
る
不
安

も
、
検
診
や
ド
ッ
ク
で
異
常
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
な
ら
ば
、
す
は
っ
と

割
り
切
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
　
身
体
に
異
常
を
感
じ
た
ら
、

不
安
を
持
’
．
た
ま
ま
じ
く
じ
く
生
き

る
の
で
は
な
く
、
病
院
に
行
く
な
り

し
て
早
め
に
解
消
し
て
明
る
い
方
向

に
目
を
向
け
る
事
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
，
各
種
検
診
の
充
実
は
非
常
に

有
効
な
の
で
す
が
、
そ
れ
が
い
た
す

ら
に
不
安
を
植
え
付
け
る
た
め
だ
け

の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
主
旨

か
ら
外
れ
て
い
る
事
に
な
り
ま
す
、

検
診
等
も
そ
う
い
う
ふ
う
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
．
一

　
患
者
さ
ん
の
中
に
、
朗
ら
か
で
精

妙
な
感
情
を
維
持
し
て
居
ら
れ
る
方

を
見
か
け
ま
す
と
練
れ
た
人
だ
な
あ

と
感
じ
い
／
．
て
し
ま
い
ま
す
、
将
来

そ
う
い
う
自
分
で
あ
り
た
い
と
恩
い

ま
す
．

お
年
寄
り
を

　　

@　

@
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
ノ

早期発見と

適切な治療で

屍7、

（蘇醗見

早三月治療

グ厚薄

瓠
－
う

、
へ

詐言醒
　■●■6D

裂

の
ノ
　
　
ご

も
嬬

　
九
月
に
東
郷
町
で
交
通
事
故
が
あ

り
、
七
十
三
才
の
方
が
亡
く
な
り
ま

し
た
．
一
交
通
事
故
は
突
然
の
不
幸
で

す
か
ら
、
御
家
族
の
悲
し
み
は
一
層

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
九
月
末
ま
で
日
向
警
察
署
管
内
で

交
通
事
故
で
死
亡
し
た
人
は
九
人
（

県
内
七
十
六
人
）
い
ま
す
が
、
そ
の

な
か
に
六
十
五
才
以
上
の
人
が
六
人

い
ま
す
。
六
人
の
人
の
事
故
発
生
原

因
は
、
過
労
ま
た
は
居
眠
り
に
よ
る

衝
突
、
自
転
車
や
歩
い
て
道
路
横
断

中
に
は
ね
ら
れ
る
、
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
、
こ
の
死
亡
事
故
の
相
手
方

は
二
十
二
才
以
下
の
若
い
人
の
運
転

が
多
い
と
い
う
こ
と
も
十
分
注
意
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
．

　
敬
老
の
日
の
集
計
に
よ
る
と
、
東

郷
町
の
六
十
五
オ
以
上
の
人
は
＝
二

〇
1
1
人
で
全
体
の
二
（
）
・
九
四
％
に

な
っ
て
い
ま
す
．
、
高
齢
化
の
進
ん
で

い
る
宮
崎
県
が
一
三
・
七
％
で
す
か

日
暮
る
れ
ば
葉
を
閉
じ
合
へ
る
合
歓

の
木
に
淡
紅
の
花
優
し
く
ゆ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

柱
状
岩
険
し
く
向
き
合
う
馬
ヶ
背
に

流
れ
る
如
く
潮
の
入
り
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
当
．
「
　
’
、
　
　
　
　
、
ア
．

　
　
　
　
　
　
　
　
与
オ
　
　
ク
～

夕
暮
れ
の
校
門
坂
を
降
り
来
つ
つ
中

学
生
二
人
挙
手
し
て
別
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

語
ら
い
は
槌
打
ち
交
す
兄
妹
の
猛
き

い
ぶ
き
、
に
火
＋
化
散
b
り
一
げ
ヰ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

父
の
日
に
子
の
贈
り
た
る
籐
椅
子
の

感
触
あ
り
て
妻
と
楽
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
　
茂
雄

ら
比
較
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
高
齢

者
の
多
い
町
は
そ
れ
だ
け
交
通
事
故

が
心
配
さ
れ
ま
す
．
、

　
東
郷
町
は
活
力
の
あ
る
町
づ
く
り

に
取
組
ん
で
い
る
大
事
な
時
で
す
．

町
民
の
皆
さ
ん
も
お
年
寄
り
に
対
す

る
思
い
や
り
運
転
に
心
を
配
り
、
交

通
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
．
．

Gee

“

・．

ﾗ
P
．
卍

一

9
　
　
！
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回
回

圃〔動

魁
「■・　，

・Lミ
2
二
1

黒

駒
翻
姻
談

　
熊
本
国
税
局
税
務
相
談
室
宮
崎
分

室
で
は
、
次
の
と
お
り
税
に
つ
い
て

の
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
．
．
お
気

軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
一
．

▽
日
時
　
1
1
月
9
日
（
金
）

　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

▽
場
所
　
日
向
市
商
工
会
議
所
一
階

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
相
談

　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　

　
1
1
月
1
日
力
ら
K
日
は
　
’
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
旬
間
で
す
．
パ
ー
ト
タ

イ
ム
で
働
い
て
い
る
人
や
、
．
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
を
雇
っ
て
い
る
事
業
主
の

方
で
、
賃
金
、
労
働
時
問
、
税
金
、

社
会
保
険
の
こ
と
な
ど
で
疑
問
や
悩

み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、

　
宮
崎
婦
人
少
年
室
で
は
、
旬
間
行

事
と
し
て
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
相
談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
一
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
．
．

▽
日
時
　
1
1
月
6
日
　
9
時
～
1
9
時

▽
受
付
電
話
0
9
8
5
〔
2
5
｝
5
5
3
1

▽
相
談
内
容
　
賃
金
・
労
働
条
件
・

　
杜
会
保
険
・
職
場
の
人
間
関
係
等
。

胃
ガ
ン
検
診

▽
日
程

　
1
1
月
1
9
日

　
　
⑳
日

　
　
2
1
日

　
　
9
9
百

▽
受
付
時
間

農
協
坪
谷
支
所

中
央
公
民
館

農
協
寺
迫
支
所

　
番
号
札
を
当
日
午
前
6
時
か
ら
検

　
診
車
に
設
置
し
ま
す
、

▽
料
金

如
歳
以
卜
1
4
0
0
円

　
4
0
歳
未
満
3
3
9
9
円

　
7
0
歳
以
上
　
非
課
税
世
帯
、
生
活

保
護
世
帯
は
無
料

婦
人
検
診

　　　　　▽　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽
703030料　　11　　11　　11日
歳歳歳金139月139月139月程
以未以　時時22時半21時時20
－L上上　～～日～～日～～日
　　　　　　　14　10　　　14　10　　　14　1（）
4卜　2　　1　　　　目寺　日寺　　　目寺　目寺　　　目寺　目寺

越
表
生
改
セ
ン
タ
ー

農
協
坪
谷
支
所

小
野
田
公
民
館

福
瀬
公
民
館

農
協
寺
迫
支
所

　
　
　
　
1
1
0
0
円

　
　
　
　
2
7
8
1
円

　
　
　
　
非
課
税
世
帯
、

保
護
世
帯
は
無
料

生
活

交遍劇職の窃知5せ

　路線名中野原～美々津線
　　　　　　（道路改良工事のため）

　期間平成2年10月15日～

　　　　　　　平成2年12月20日

　時間規制　8：20～9：20

　　　　　　9：45～10：40

　　　　　　11　：05～12：00

　　　　　　13：00～14：10

　　　　　　14：35～15　：45

　　　　　　16：10～17：00

※迂回路はありません。

　なお第1、第3、日曜日は開放します。

行
政
相
談

▽
日
時
　
1
1
月
2
0
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
議
員
控
室

心
配
ご
と
相
談

▽
日
時
　
1
1
月
⑳
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
　
今
月
の
納
税
額

国
民
健
康
保
険
税
六
期

　　

@　

@　

@　

｢
急

　　

@　

@　

@　

@
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．

◎
迫
野
内
の
黒
木
重
義
さ
ん
か
ら

　
（
文
作
さ
ん
、
9
1
歳
ご
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
黒
木
金
喜
さ
ん
か
ら

　
（
は
や
子
さ
ん
、
3
9
歳
ご
逝
去
）

◎
福
田
の
海
野
ス
ナ
子
さ
ん
か
ら

　
（
實
義
さ
ん
、
7
1
歳
ご
逝
去
）

◎
仲
深
の
三
浦
ケ
サ
ノ
さ
ん
か
ら

　
（
通
男
さ
ん
、
7
3
歳
ご
逝
去
）

◎
小
野
田
の
黒
木
正
さ
ん
か
ら

　
〔
那
須
牌
即
／
丁
さ
ん
、
6
4
一
聯
ご
新
～
去
）

◎
越
表
の
河
野
ヤ
エ
ノ
さ
ん
か
ら

　
（
辰
朗
さ
ん
、
5
7
歳
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
小
林
勝
己
さ
ん
か
ら

　
（
ミ
ヤ
さ
ん
、
9
2
歳
ご
逝
去
）

（
九
月
届
出
分
）

出
生
お
め
チ
、
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
名
父
の
名

山
元
大
志
文
月

日
田
　
　
瞳
孝
茂

結
婚
お
幸
せ
に

婚1拶

住
所

越
　
表

鶴
野
内

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

年
齢

住
所

鶴
野
内

8339

迫
野
内

小
野
田

海
野
實
義
　
　
1
　
　
1
　
．
　
　
－

71

価
細
　
刹

73

中
層
L
R
小
野
田

河
野
辰
朗
六
朝
．
．
判
．
ヤ

二
歳
「
　
　
．
　
I
　
I
　
I
　
1
9
2
歳
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